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🌸 ８月の催事・イベント 🌸

８月１日（月）２日（火）スピリチュアル展

８月５日（金）６日（土）円純庵氏講演会

８月７日（日）８日（月）円純庵個別相談会

８月２１日（日）２２日（月）大宗消費者展

🌸お盆休み 🌸
１４日（日）～１７日（水）

🌸 MANAMIヨガ 🌸 土曜日17：30～

美しく健やかな心とカラダを目指すヨガ！

整体師のヨガ・調整ヨガです！

アナタも通ってみませんか？

初心者大歓迎！

🌸 さくらきもの学院 🌸

🌸 レッスンのお申込受付ます♪

・1dayレッスン：５００円/回

※ご希望日については藤森までφ(..)

紋竪絽の付下げの一部

夏の装い
--------------------------------------------------

着る人よりも、見る人のほうが涼を感じるとよく言われます。夏着物を着るときは気合がい
ります着あがって人前に出たときに言葉をかけられ心の中とは裏腹に…。でもそうやって人
の眼を喜ばせることも、夏の装いの醍醐味のひとつですね。

夏を楽しむ装い
--------------------------------------------------

厳しい暑さのなか、海や川などの水を連想させるモチーフには涼感があります。
南国の風情を感じる「芭蕉の葉」…「雪持芭蕉」文様はふっくらと雪を降り積もらせる発送
とセンスに驚かせられます。
冬のモチーフ「雪輪」も同様に夏の小紋や浴衣などによく用いられます。
また「青海」「舟」「帆掛け船」は水辺の風景を想像させてくれます。
池や沼地などに自生し、夏の後半になって白い可憐な花を咲かせる「オモダカ：沢瀉」独特
の葉と花の形は文様として見たことがあるという人が多いと思います。さまざまに意匠化さ
れ家紋でも見ることができます。
夏と言えば「トンボ」は、退くことをせず前にしか進まないという飛び方が「勝ち虫」とし
て、古くから武士に好まれ、陣羽織や武具などにトンボの文様がよく用いられました。

思いがけない早さで盛夏を迎えたこの夏も、八月の立秋からは折り返しとなり、日差しも

じょじょに短くなってゆくのが感じられるようになることでしょう。

名残り惜しみながら、夏の柄を楽しんでいただければと思います。

値段も手頃でワンピースぐらいの感覚でいろいろな柄を楽しめる、夏のふだん浴衣を推して

います。

帯締めなどでちょっと着物風にアレンジしたり、半襟をつけてみたり…

着物と同じく着付けが難しいと思われる方もいらっしゃいますが、実は、浴衣は比較的簡単

に着ることができます。

浴衣のおしゃれも幅広くなっているので、大人も子どもも今年の夏はぜひ気楽に浴衣にチャ

レンジしてみてくださいね。

お祭りや花火大会でサッと浴衣が着られると、夏の楽しみが増えますよ♪


